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はじめに 

 
 
 まず、最初に、本年度「酪農全国基礎調査」の円滑な実施に多大なるご理解ご協力を賜

りました酪農家の皆様及び農協関係者の皆様に、深く感謝を申し上げます。 
 本調査は、平成 3年度に始まり平成 4年度からはおおむね 3年ごとに実施してきた悉皆
調査で、今回で 8回目の調査となります。 
 酪農家及び関係者のご協力もあり、毎回高い回収率（本年度調査では 72.6％、回収戸数
16,784 戸）を確保でき、「生乳生産現場の生の声」として、日本酪農の振興のため、様々
な検討の基礎資料として活用されているところです。 
 本年度の調査は、平成 17 年度に次いで 2 年ぶりの実施となりましたが、その背景とし
て、牛乳消費低迷や最近の輸入飼料価格高騰等による生乳生産コストの増嵩、及び WTO
農業交渉等による国際化の進展により、酪農経営を取り巻く環境が一段と厳しくなってい

ることが挙げられます。このような状況の中、酪農経営が安定した生乳生産を継続するた

めには、酪農経営の生産状況や経営動向等を的確に把握し、生乳流通の合理化の推進及び

国際化の進展等に対応し得る酪農生産構造実現のための検討を行うことが求められ、その

ために生乳生産現場での実態及び生の声を把握する必要がありました。 
 本報告書では、調査した各項目及びその調査結果を基に加工した項目について「全国・

北海道・都府県・ブロック別」の単純集計結果及び「全国・北海道・都府県における経産

牛飼養頭数規模別」のクロス集計結果に加え、平成 17年度との連続性がある重要な項目に
ついての時系列推移分析結果も掲載しています。 
 また、「個人情報の保護に関する法律（平成 15年法律第 57号）」及び本会議で作成した
「酪農全国基礎調査に係る個人情報等取扱・範例要領（平成 17年 3月 30日付中酪発第 124
号）」に基づき、本会議をはじめ、指定団体、県連、農協等関係者には適切な個人情報の管

理をしていただくことになります。 
 本報告書が、指定団体や県連等の機能強化及び安定的な生乳生産を行うことができる生

産構造の構築等に、少しでも役立てれば幸いです。 
 最後になりましたが、大変お忙しい中、調査票の記入にご協力いただきました酪農家の

皆様、調査内容の周知徹底や調査票の・配布回収に多大なご尽力を賜りました指定団体・

県連・農協等の担当者の皆様、また調査内容の決定、報告書作成作業等にご協力を賜った

「酪農全国基礎調査検討会」委員の先生方（生源寺眞一東京大学大学院教授・小林信一日

本大学教授・栗原伸一千葉大学大学院准教授・森剛一アグリビジネスソリューションズ㈱

代表取締役）に心から感謝の意を表します。 
 

平成 20年 3月 
社団法人 中央酪農会議 
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Ⅰ 平成19 年度酪農全国基礎調査の概要



１ 調査趣旨

２ 調査計画

（１）調査の種類

[１]酪農家調査

[２]経営離脱等酪農家調査

（２）調査対象

[１]酪農家調査

[２]経営離脱等酪農家調査



（３）調査方法

[１]酪農家調査

中央酪農会議⇔指定団体⇔指定団体会員⇔農協等⇔酪農家

[２]経営離脱等酪農家調査

中央酪農会議⇔指定団体⇔指定団体会員⇔農協等

（４）調査基準月日

（５）調査内容

[１]酪農家調査

ア 酪農経営の概要

イ 生乳生産の実態

ウ 土地活用の実態と将来意向

エ 飼料調達の実態と将来意向

オ 酪農以外の部門への取組実態と取組意向



カ 酪農後継者の確定状況

キ 作業の外部委託状況

ケ 酪農経営の将来見通し

[２]経営離脱等酪農家調査

（６）調査結果の報告

（７）表記上の注意



３ 調査票の回収結果

【調査票の回収結果】

23,131 16,784 72.6 823
7,394 4,269 57.7 156
15,737 12,515 79.5 667
3,912 2,628 67.2 109

4,646 3,895 83.8 214

515 495 96.1 35

1,328 1,148 86.4 74

924 812 87.9 55

1,124 705 62.7 6

677 637 94.1 34

2,514 2,114 84.1 121

97 81 83.5 19



Ⅱ 調査結果



【酪農家調査】

１ 経営主年齢



２ 経営組織の特徴

（１）経営形態



（２）経営構成戸数



（３）酪農経営従事者数

ア 家族従事者数



イ 家族以外の従事者数



（４）青色申告の実施状況



（５）認定農業者資格の取得状況



３ 乳牛の飼養管理方式

（１）牛舎の管理方式



（２）搾乳形式



（３）哺乳ロボットの利用状況



４ 牛の飼養頭数

（１）乳用牛（経産牛）



（２）乳用牛（未経産牛）



（３）肉専用種繁殖雌牛



（４）肥育牛



５ 平成18 年度年間出荷乳量



＜参考＞ 経産牛１頭当たり年間出荷乳量

経産牛１頭当たり年間出荷乳量＝年間出荷乳量÷経産牛飼養頭数



６ 平成18 年度分娩頭数・導入頭数

（１）分娩頭数

ア 総分娩頭数



イ 乳用種産子数



＜参考＞ 乳用種産子率

乳用種産子率＝乳用種産子数÷総分娩頭数



ウ Ｆ１産子数



エ ＥＴ[肉専用種]産子数



オ 経産牛の廃用時平均産次数



（２）導入頭数

ア 初妊牛



イ 経産牛



７ 土地利用の状況

（１）土地利用面積

ア 経営耕地面積



＜参考＞ 経産牛１頭当たり経営耕地面積

経産牛１頭当たり経営耕地面積＝経営耕地面積÷経産牛飼養頭数



ア（付）借入経営耕地面積



＜参考＞ 経営耕地の借入地率

経営耕地の借入地率＝借入経営耕地面積÷経営耕地面積



イ 牧草・飼料作物作付面積



＜参考１＞ 経営耕地の牧草・飼料作物作付比率

経営耕地の牧草・飼料作物作付比率＝牧草・飼料作物作付実面積÷経営耕地実面積



＜参考２＞ 経産牛１頭当たり牧草・飼料作物作付面積

経産牛１頭当たり牧草・飼料作物作付面積＝牧草・飼料作物作付面積÷経産牛飼養頭数



ウ 放牧利用面積



＜参考＞ 経産牛１頭当たり放牧利用面積

経産牛１頭当たり放牧利用面積＝放牧利用面積÷経産牛飼養頭数



（２）飼料作付面積の増減意向



（３）遊休農地の有無



（４）遊休農地の利用阻害要因



８ 飼料調達の状況

（１）粗飼料自給の状況

ア 平成18 年度粗飼料自給割合



イ 粗飼料自給の増減意向



（２）食品残さの飼料用利用状況

ア 平成18 年度食品残さの給餌対象



イ 平成18 年度利用食品残さ



ウ 食品残さの仕入れ元



エ 食品残さの利用理由



オ 食品残さの非利用理由



カ 食品残さの利用意向



（３）ＴＭＲの利用状況



９ 酪農以外の部門への取り組み

（１）酪農以外の部門への取り組み状況



（２）酪農以外の部門への取組意向



（３）酪農以外の部門への取組意向理由



１０ 酪農経営の担い手確保状況

（１）酪農後継者の決定状況



（２）酪農後継者の年齢



＜参考＞ 担い手の確保状況

担い手確保率＝『経営主が50歳未満の比率』

＋『経営主が50歳以上又は年齢不詳で、後継者が16歳以上の比率』



１１ 平成18 年度外部委託作業



１２ 酪農経営の将来見通し

（１）５年後の酪農部門の方向性



（２）主要経営指標の５年後見通し

ア 経産牛飼養頭数



＜参考＞ 経産牛飼養頭数見通しの対現状比率

経産牛飼養頭数見通しの対現状比率＝経産牛飼養頭数見通し÷経産牛飼養頭数



イ 年間出荷乳量



＜参考＞ 年間出荷乳量見通しの対現状比率

年間出荷乳量見通しの対現状比率＝年間出荷乳量見通し÷年間出荷乳量



ウ 牧草・飼料作物作付面積



＜参考＞ 牧草・飼料作物作付面積見通しの対現状比率

牧草・飼料作物作付面積見通しの対現状比率

＝牧草・飼料作物作付面積見通し÷牧草・飼料作物作付面積



エ 放牧利用面積



＜参考＞ 放牧利用面積見通しの対現状比率

放牧利用面積見通しの対現状比率＝放牧利用面積見通し÷放牧利用面積



【経営離脱等酪農家調査】

１ 生乳出荷停止の状況

（１）生乳出荷停止の原因

（２）酪農経営の中止理由



２ 生乳出荷停止時の経営規模

（１）乳用牛飼養頭数

（２）年間出荷乳量



３ 生乳出荷停止時の牛舎規模



Ⅲ 酪農経営の動向に関する分析



１ 経営動向を見る際の留意点



２ 分析結果

（１）経営主年齢の変化





（２）経産牛飼養頭数の変化





（３）年間出荷乳量の変化





（４）牧草・飼料作物作付面積の変化





付 調査票



1

酪農全国基礎調査票
平成１９年 ８ 月

（社）中央酪農会議
 

■この調査は、生乳生産現場の状況や生産者の生の声を的確に把握することにより、今

後の酪農関係施策の立案等に活用するための基礎的データの構築を目的として実施

するものです。

■この調査で得られた情報については、「個人情報の保護に関する法律」に基づき適正

に管理し、前述の調査目的以外には使用いたしません。また、個人を特定できるよう

な集計は一切行いません。

■お忙しいこととは存じますが、調査の趣旨をご理解頂き、情報の取り扱いについてご

同意いただける方は、調査票にご記入の上、所属する農業協同組合などを通じて、ア

ンケート票を提出していただきたくお願い致します。

■最終的な調査結果については、簡単な報告書として取りまとめ、指定生乳生産者団体

などを通じ、アンケートにご協力していただいた方に対して送付させていただきま

す。是非とも、ご協力をお願い致します。

 

【ご記入に際してのお願い】

◎ この調査票は、酪農経営の経営主（農協の口座名義等とは係わりなく、“酪農経営に関して最も

中心的な役割を担っている人”）がご記入ください。経営主がご不在の際は、経営主のお考えを代

弁できる方がご記入ください。

◎ 回答は、原則として、平成 19 年 8 月 1 日現在の内容をご記入ください。
 

下記の宛名ラベルの住所・姓名などに誤りがある場合はご訂正ください。

宛名ラベルが貼付されていない場合は、姓名・住所・電話番号を下記にご記入ください。

【宛名ラベル貼付欄】

ふりがな
経営主氏名

住所〒

都道 市区

府県 郡

町

村

電話番号 ： － －

上記の県コード、酪農家整理番号、農協コードの欄には記入しないでください。

県コード 農協コード 酪農家整理番号

独立行政法人 農畜産業振興機構 畜産業振興事業



2

最初にあなたの経営の基礎をお聞きします。

問 1 酪農経営主の方の年齢（本年 8月 1日現在）をご記入ください。 歳

（枠内に数字を記入）

問 2 経営形態等について伺います。

（1）あなたの酪農経営は法人経営ですか。（○印は 1 つだけ）

1 有限会社※ 2 農事組合法人 3 株式会社

4 その他の法人経営 5 法人経営ではない

※有限会社とは会社法上の特例有限会社のことをいいます。

（2）あなたの酪農経営を構成する世帯は 1戸ですか、複数戸ですか。（○印は 1 つだけ）

1 1 戸だけで構成 2 複数戸で構成※ 3 その他（具体的に ）

※独立した世帯を構えている（親子 2世代を除いた）兄弟などの親族で経営している場合は「2  複数戸で構成」
となります。

（3）あなたの酪農経営の従事者（経営主を含む）は何人ですか。（枠内に数字を記入）

※複数戸で構成する場合の「家族」とは

家族※ 人 家族以外 人 構成員全部の家族のことをいいます。

※該当する従事者がいない場合は、「0」を

記入して下さい。

（4）青色申告をしていますか。（○印は 1つだけ）

1 している 2 していない

（5）認定農業者ですか。（○印は 1 つだけ）

1 認定農業者である 2 認定農業者になるつもりである

3 認定農業者になるつもりはない

問 3 乳牛の飼養形態について伺います。

（1）経産牛の牛舎の主な方式に○を付けてください。（○印は 1つだけ）

1 つなぎ飼い 2 フリーストール 3 フリーバーン 4 その他（具体的に ）

（2）主な搾乳方式に○を付けてください。（○印は 1 つだけ）

1 バケット 2 パイプライン 3 パイプラインを利用した簡易パーラー

4 ミルキングパーラー 5 ロボット搾乳 6 その他（具体的に ）

（3）哺乳ロボットは利用していますか。（○印は 1つだけ）

1 利用している 2 利用していない

問 4 本年 8月 1日現在の飼養頭数をご記入ください。（枠内に数字を記入）

乳用牛：①経産牛 頭 ②未経産牛 頭



3

肉用牛：③繁殖雌牛 頭 ④肥育牛※ 頭

※肥育牛には乳用種オスのヌレ子など、あなたの経営において肥育する目的でない牛は含みません。

※該当する牛が存在しない場合は「0」を記入して下さい。

問 5 昨年度（平成 18 年 4 月～平成 19 年 3 月）の年間出荷乳量をご記入ください。

（枠内に数字を記入）

※昨年度生乳を出荷しなかった場合は

年間出荷乳量 トン 「0」を記入してください。

問 6 乳用牛の分娩と導入に関する次の事項について、昨年度（平成 18 年 4 月～平成 19 年

3 月）の状況をご記入ください。（枠内に数字を記入）

（1）分娩について うち、産子が乳用種 頭

①総分娩頭数 頭 うち、産子が F1 頭

うち、産子がET による肉専用種 頭

②廃用時の平均産次数 ． 産

（2）導入について

①初妊牛 頭 ②経産牛 頭

※該当する牛が存在しない場合は「0」を記入して下さい。

問 7 土地利用について伺います。

（1）あなたの経営の土地面積について、本年 8月 1日現在の状況をご記入ください。

（枠内に数字を記入）

①農業経営全体の経営耕地面積 ． ha ⇒うち借入地 ． ha

②うち牧草･飼料作物作付面積 . ha

③放牧に利用する面積 ． ha

（②と重複する面積も含みます。） ※該当する土地が存在しな

（2）あなたは、今後の飼料作付面積についてどのように考え

（○印は 1 つだけ）

1 拡大したい 2 現状を維持する 3 縮小し

（3）あなたの経営の近隣に遊休農地はありますか。（○印は 1

1 借り入れ可能な遊休農地がある 2 遊休農地はあ

3 遊休農地はあるが借り入れできるかどうかわからな
※1町＝1ha（ヘクタール）

1反＝0.1ha
い場合は「0」を記入して下さい。

ていますか。

たい 4 わからない

つだけ）

るが借り入れできない

い 4 遊休農地はない
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（4）上記（3）で 2 と回答された方に伺います。

なぜ借りることができないのか、理由に○を付けてください。（○印はいくつでも）

1 貸してもらえない 2 地代の条件が合わない

3 連担していない・飛び地である 4 トラクタ等が入らない

5 その他の条件が合わない（具体的に ）

飼料の調達状況等についてお聞きします。

問 8 （1）粗飼料について伺います。

① 昨年度（平成 18 年 4 月～平成 19 年 3 月）の自給割合（TMR を含む）に○を付けて

ください。（○印は 1つだけ）

1 なし 2 1～2 割 3 3～4 割 4 5 割

5 6～7 割 6 8～9 割 7 全量

② 今後の自給の意向について、当てはまるものに○を付けてください。

（○印は 1 つだけ）

1 増やしたい 2 現状程度を維持する 3 減らしたい

（2）食品残さの飼料用利用について伺います。
※ここでいう食品残さとは、国内の食品製造工場等から排出された粕類等（しょうゆ粕、ビール粕、豆腐粕、果

汁粕、ビートパルプ等）のことをいいます。

ＴＭＲセンターから供給されるものも含みます。ただし、配合飼料に混合されているものは除きます。

① 昨年度（平成 18 年 4 月～平成 19 年 3 月）の食品残さの給餌対象に○を付けてくだ

さい。（○印はいくつでも）

1 乳用育成牛 2 搾乳牛 3 乾乳牛 4 利用していない

② 食品残さを利用している方に質問です。昨年度（平成 18 年 4 月～平成 19 年 3 月）

利用した食品残さの種類に○を付けてください。（○印はいくつでも）

1 しょうゆ粕 2 ビール粕 3 豆腐粕 4 果汁粕

5 ビートパルプ 6 その他（具体的に ）

③ 食品残さを利用している方に質問です。現在利用している食品残さはどこから仕入

れていますか。（○印はいくつでも）

1 食品製造業者から直接仕入れている

2 農協を含む飼料メーカー等を通じて仕入れている

3 ＴＭＲセンターから加工されたものを仕入れている

4 その他（具体的に ）
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④ 食品残さを利用している方に質問です。食品残さを利用している理由は何ですか。

（○印はいくつでも）

1 価格が安い 2 品質が良い 3 生産される乳質が良い

4 その他（具体的に ）

⑤ 食品残さを利用していない方に質問です。食品残さを利用していない理由は何です

か。（○印はいくつでも）

1 近隣に供給する業者がない 2 価格が高い 3 品質が不安

4 安定的確保に不安 5 水分が多い等利用が困難 6 生産される乳質等に不安

7 その他（具体的に ）

⑥ 食品残さの今後の利用の意向に○を付けてください。（○印は 1 つだけ）

1 利用を増やしたい 2 現状程度を維持 3 利用を減らしたい

4 利用しない

（3）TMR は利用していますか。（○印は 1つだけ）

1 TMR を自家調製している  2 TMR センター等を利用している

3 TMR を利用していない

酪農部門以外の部門についてお聞きします。

問 9（1）あなたが酪農部門以外に取り組んでいる部門に○を付けてください。

（○印はいくつでも）

1 肉牛（肥育） 2 肉牛（繁殖） 3 稲作 4 畑作※

5 園芸（野菜・果樹） 6 乳製品製造 7 消費者交流（教育ファーム含む）

8 その他（具体的に ） 9 なし（酪農のみ）

※畑作に飼料生産は含みません。

（2）あなたが今後新たに始めてみたい又は拡大したい部門に○を付けてください。

（○印はいくつでも）

1 肉牛（肥育） 2 肉牛（繁殖） 3 稲作 4 畑作※

5 園芸（野菜・果樹） 6 乳製品製造 7 消費者交流（教育ファーム含む）

8 その他（具体的に ） 9 なし（酪農のみ）

※畑作に飼料生産は含みません。

（3）新たな部門に取り組みたい理由（又は拡大したい理由）に○を付けてください。

（○印はいくつでも）

1 労働力の有効活用 2 所得の拡大 3 生産枠が確保できない

4 今後の乳価に不安がある 5 副産物を利用したい 6 ふん尿処理に限界がある

7 生きがいを感じる 8 酪農の存在意義をアピールできる

9 その他（具体的に ）
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16 歳以上の子供がいる方に、酪農経営の後継者についてお聞きします。

問 10 (1)あなたの経営では、後継者はすでに決まっていますか。（○印は 1 つだけ）

1 決まっている ⇒(2)をご回答ください。

2 決まっていない ⇒問 11へお進みください。

3 後継者はいない ⇒問 11へお進みください。

(2) (1)で「決まっている」と回答された方に伺います。（枠内に数字を記入）

後継者の本年 8月 1日現在の年齢をお教え下さい。 ⇒ 歳

作業の外部委託の状況についてお聞きします。

問 11 あなたの経営で、昨年度（平成 18年 4 月～平成 19 年 3 月）、外部委託した作業があ

れば、○を付けてください。（○印はいくつでも）

1 飼料の生産・収穫・調製 2 ふん尿処理・たい肥販売

3 乳牛の哺育・育成（公共牧場） 4 乳牛の哺育・育成（公共牧場以外）

5 税務申告（税理士） 6 経営管理（民間コンサルタント）

7 技術関連（民間コンサルタント） 8 その他（具体的に ）

9 委託はしていない

酪農経営の将来見通しについてお聞きします。

問 12 (1)5 年後のあなたの経営の酪農部門はどのような方向に向かっていると思いますか。

（○印は 1 つだけ）

1 現状規模で酪農を継続 2 規模拡大して酪農を継続

3 規模縮小して酪農を継続 4 酪農部門を止め他部門へ転換

5 農業経営を中止している 6 わからない

(2)あなたの酪農経営の 5年後の見通しをお知らせください。（枠内に数字を記入）

①経産牛飼養頭数 頭

②年間出荷乳量 トン

③牧草・飼料作物作付面積 ． ha

④放牧に利用する面積 ． ha

※5年後に、酪農経営を継続しない及び牧草･飼料作付や放牧を行わない見通しの場合は、それぞれ「0」を記入して下さい。

長時間ご協力いただきありがとうございました。
記入内容をご確認の上、農協などの調査担当者にお渡し下さい。
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酪農全国基礎調査票
（経営離脱等酪農家調査）

平成 19 年 7 月

(社)中央酪農会議

■ この調査は、経営離脱した酪農家の数や規模等を把握することにより、「今後の酪農家戸数減少を防ぐた

めの対策の立案」などに活用するためのデータ収集を目的として実施するものです。

■ この調査で得られた情報については、ご協力頂いた農協や離脱した生産者に不利益となることのないよ

うに「個人情報の保護に関する法律」に基づき適正に管理し、前述の調査目的以外には使用致しません。

また、該当者の氏名など、個人を特定できる情報は公開致しません。

■ 担当者におかれましては、ご多忙とは存じますが、調査の趣旨をご理解いただき、是非とも調査票の記

入・返送にご協力いただきますよう、よろしくお願い致します。

【ご記入に際してのお願い】

◎ この調査票は、直近の１年間（平成18年8月1日～平成19年7月31日）に経営離脱した酪農家が所属

する農協の担当者がご記入ください。

下記の宛名ラベルの住所・氏名等に誤りがある場合はご訂正下さい。

宛名ラベルが貼付されていない場合は、氏名・住所をご記入下さい。

【宛名ラベル貼付欄】

県コード 農協コード 酪農家整理番号

上記の県コード、農協コード、酪農家整理番号の欄には記入しないで下さい。

ふりがな

経営主氏名

住所〒

都道 市区

府県 郡

町

村



この 1年間で貴農協への生乳出荷を停止した酪農家についてお聞きします。

（お分かりになる範囲でお答え下さい）

問 1 (1)生乳出荷を停止した酪農家は次のどれに該当しますか。（○は 1 つだけ）

１ アウトサイダー化 ２ 他地域への移転

３ 他農協への出荷先の変更 ４ 酪農経営の中止

(2) (1)で「４ 酪農経営の中止」に該当する場合についてお伺いします。

経営を中止した理由は何ですか。以下の中から該当するものすべてに○をお付け下さい。

１ 後継者不在及び本人の高齢化により経営継続ができなくなったから

２ 病気、ケガ、災害などにより経営継続ができなくなったから

３ 環境問題への対応が難しくなったから

４ 酪農の継続に比べて他品目への転換の方が魅力的だったから

５ 負債問題で経営が不可能になったから

６ わからない

７ その他（具体的に ）

問 2 生乳出荷を停止した酪農家の乳用牛飼養頭数、年間生乳出荷量はどのくらいでしたか。

（○はそれぞれ 1つのみです。この設問は、それぞれ出荷停止時点の数字でお答え下さい。）

◎乳用牛飼養頭数

１ 10 頭以下 ２ 11～20 頭 ３ 21～30 頭 ４ 31～50 頭

５ 51～75 頭 ６ 76～100 頭 ７ 101～150 頭 ８ 151 頭以上

◎年間生乳出荷量

１ 25t 未満 ２ 25t 以上～50t 未満 ３ 50t 以上～75t 未満

４ 75t 以上～100t 未満 ５ 100t 以上～150t 未満 ６ 150t 以上～200t 未満

７ 200t 以上～300t 未満 ８ 300t 以上～400t 未満 ９ 400t 以上～500t 未満

10 500t 以上～600t 未満 11 600t 以上～700t 未満 12 700t 以上～800t 未満

13 800t 以上～900t未満 14 900t 以上～1000t未満 15 1000t 以上

問 3 生乳出荷を停止した酪農家の牛舎の規模はどのくらいでしたか。（1 つだけ選択してください）

１ 10 頭以下 ２ 11～20 頭 ３ 21～30 頭 ４ 31～50 頭

５ 51～75 頭 ６ 76～100 頭 ７ 101～150 頭 ８ 151 頭以上




